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プリンセス・クルーズとホーランド・アメリカ・ライン、 

米国内での運航をシアトルで再開 
 

   

 
 7月 23日（金）（現地時間）、プリンセス・クルーズとホーランド・アメリカ・ラインは、米国内での運航

再開を祝うイベントをシアトルで開催しました。プリンセス・クルーズ社長のジャン・スワーツ、ホーラン

ド・アメリカ・ライン社長のガス・アントーシャは、クルーズの運航再開が、シアトルや寄港地における地

域社会、アラスカに多面的にもたらすポジティブな影響についても語りました。 

 

 7月 24日（土）にはホーランド・アメリカ・ラインのニューアムステルダムが、7月 25日（日）にはプリ

ンセス・クルーズのマジェスティック・プリンセスが、アラスカクルーズへとそれぞれ出航しました。2隻共

に、9月末までの期間でシアトル発着のクルーズをそれぞれ計 10出発日運航する予定です。アラスカクルー

ズにおける運航実績を合わせると 125 年以上となる両社において、今回のクルーズは運航再開だけでなく、

アラスカにおけるクルーズ再開の記念すべきものです。これまで、アラスカをクルーズで訪れるお客様の 2

人に 1人は、プリンセス・クルーズまたはホーランド・アメリカ・ラインを利用していました。 

 

 世界最大の国際的なプレミアムクルーズラインであるプリンセス・クルーズは、現在 14隻の近代的な客船

を運航する世界的なクルーズ会社で、世界 380 以上の目的地にお客様をお連れしています。アラスカクルー

ズは、就航 50年以上の実績を誇り、他のどのクルーズ会社よりも多くのお客様をアラスカにお連れしていま

す。 

 

シアトルに停泊するニューアムステルダム 

（左より）カーニバル・コーポレーション& plc 社長兼 CEO

アーノルド・ドナルド、プリンセス・クルーズ社長ジャン・

スワーツ、ホーランド・アメリカ・ライン社長ガス・アント

ーシャ 

シアトルに停泊するマジェスティック・プリンセス 

（左より）ホーランド・アメリカ・ライン社長ガ

ス・アントーシャ、プリンセス・クルーズ社長ジャ

ン・スワーツ、カーニバル・コーポレーション& plc 

社長兼 CEOアーノルド・ドナルド 
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 一部運航を再開する 2021 年アラスカクルーズは、2021 年 7 月 25 日（日）から 9 月 26 日（日）出発まで

の期間で、最先端テクノロジー「オーシャン・メダリオン」を導入したマジェスティック・プリンセスが運

航し、シアトル発着 8 日間のクルーズでグレーシャー・ベイ国立公園やジュノー、スキャグウェイ、ケチカ

ンなどの魅力あふれる寄港地を訪れます。 

 

 「オーシャン・メダリオン」はクルーズ業界における革新的なプログラムとして評価され、船内や寄港地

での人との接触の機会を減らすと同時に、お客様と乗務員をモノのインターネット（IoT）でつなげます。船

内のネットワークやセンサーを用いた位置情報の確認や、お客様のご要望に合わせた、きめ細かいサービス、

インタラクティブ・エンターテイメントなど、「密集」を回避することで安心してクルーズをお楽しみいただ

けると同時に、より質の高いクルーズをご体験いただけます。 

オーシャン・メダリオンの非接触型サービスの一例は、以下の通りです。 

 

• オーシャン・レディ(OceanReady™)：ご乗船前に専用アプリをお客様ご自身でダウンロードいただき、

健康質問票の入力やパスポート情報、船内でのご要望、船内会計などのお客様情報を事前に登録して

いただくことで、スムーズなチェックイン手続きを実現し、「密集」を回避します。また、チェック

インの時間を事前に選択していただくことで、ご乗船時のソーシャルディスタンスの確保につながり

ます。 
• 客室のスマートキー：お客様が客室に近づくと、ドアの鍵が自動的に解錠されます。 
• オーシャン・ナウ（Ocean Now®）：各種デバイスや客室のテレビから専用アプリ「オーシャン・ナウ」

にアクセスし、食事や飲み物、船内ショップの商品などを注文すると、船内のどこへでも直接お届け

することができるため、これまで以上にソーシャルディスタンスを確保しながら、クルーズをお楽し

みいただくことができます。 
• ジャーニー・ビュー（JourneyView™）：ジャーニー・ビューでは、船内に設置されたディスプレイや

お客様の各種デバイス上にて、ご乗船中にお客様がご参加いただける全ての船内プログラムが時系列

で確認できるほか、興味のあるイベントをブックマークし、自分専用の予定表を作成することができ

ます。また、各施設の混雑状況のリアルタイムで確認できるため、「密集」を避け、より安心してク

ルーズをお楽しみいただけます。 
 

 

2021年アラスカクルーズは、承認された新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の 2回目のワクチン接種

がクルーズ開始の 14日前までに完了し、接種証明書をお持ちのお客様が対象となります。乗務員のワクチン

接種については、米国疾病予防管理センター（CDC）のガイドラインに従い、実施されます。 

 

ダイヤモンド・プリンセスが運航する日本発着クルーズは、2022 年 4 月 28 日（木）より運航再開予定で

す。 

 

プリンセス・クルーズは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の状況を受け、常に最新の健康と安全

のプロトコルを確認しながら運航やサービスを提供していきます。また、今後の感染状況、寄港地の受け入

れ状況、政府等からの要請、天候等による事情により、運航の遅延もしくは中止、航路・寄港地、船内サー
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株式会社 カーニバル・ジャパン 

（プリンセス・クルーズ ジャパンオフィス） 

https://www.princesscruises.jp/ 

ビス・イベントが変更もしくは中止となる場合がございます。最新情報は、プリンセス・クルーズウェブサ

イト「安全にクルーズ旅行をお楽しみいただくために」ページをご確認ください。 

 

 

プリンセス・クルーズについて 

世界最大の国際的なプレミアムクルーズラインであるプリンセス・クルーズは、現在 14隻の近代的な客船を

運航する、世界的なクルーズ会社。カリブ海、アラスカ、パナマ運河、メキシカンリビエラ、ヨーロッパ、南

米、オーストラリア/ニュージーランド、南太平洋、ハワイ、アジア、カナダ/ニューイングランド、南極、ワ

ールドクルーズを含む世界 380 以上の目的地に年間 200 万人のお客様をお連れしている。各デスティネーシ

ョンのエキスパートチームが手掛ける 3泊から 111泊の日程でバラエティ豊かな 170以上のクルーズは、「ベ

ストクルーズライン クルーズコース部門賞」を受賞。2017年、親会社であるカーニバル・コーポレーショ

ンと共同で、バケーション業界で最も先進的なウェアラブル・デバイス｢オーシャン・メダリオン｣を利用し

たメダリオン・クラス・バケーションを導入し、メダリオン・クラスの客船にご乗船のお客様へ無料でご提

供。受賞歴のあるこの革新的な技術により、お客様のクルーズライフをより快適にするきめ細やかなサービ

スの提供を実現。プリンセス・クルーズは、カーニバル・コーポレーション& plc (NYSE/LSE:CCL; NYSE:CUK)

傘下の会社。 
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